
 
 

参考２ 

 

（１）放射性物質汚染対処特措法に基づく特別処理基準の概要 

 

① ろ過式集じん方式の集じん器等の排ガス処理設備を備えた設備を用いた焼却等 

② 厚さがおおむね50センチメートル以上の土壌層が敷設された場所で埋め立てること 

③ ばいじんを埋め立てる場合には、雨水が浸入しないようにすること 

④ 特定一般廃棄物・特定産業廃棄物は、海洋投入処分を行ってはならないこと 等 

 

 

（２）放射性物質汚染対処特措法に基づく特別維持管理基準の概要 

 

① 焼却施設等 

ア 事業場の周辺の大気中及び公共の水域の水中の事故由来放射性物質の濃度限度の

設定 

イ 処理に伴う排水・排ガス中の事故由来放射性物質の測定 

ウ 敷地境界の空間線量の測定 

エ 処理を行った特定一般廃棄物・特定産業廃棄物の種類・数量等の記録の保存 

 

② 最終処分場 

ア 最終処分場の周辺の公共の水域の水中の事故由来放射性物質の濃度限度の設定 

イ 埋立地からの放流水、埋立地周縁の地下水等の事故由来放射性物質の濃度の測定 

ウ 敷地境界の空間線量の測定 

エ 埋立処分を行った特定一般廃棄物・特定産業廃棄物の種類・数量等の記録の保存 

 

 

 


